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サビーナ・カデール副主幹研究員

カタルーニャ国際大学（スペイン）の
ロドリゲス准教授（左）とサビーナさん（右） 

iCONMコラム●12
ア　 イ　 コ　 ン

プロジェクトCHANGE　国際展開を見据えて

デジタルスキルアップ講座のご案内

デジタルスキルアップ講座のご案内

　iCONMに在籍する91名
の研究者のうち、27％は外
国籍です（2022年度）。彼ら
を束ねるのが在日歴12年の
サビーナ・カデール副主幹
研究員。これまでに90名近
い外国籍研究員がiCONMを
卒業し、世界各国で活躍し
ています。
　サビーナさんはバングラ
デシュの出身で、オースト
ラリアのグリフィス大学で

博士号を取得後来日しました。iCONM設立当初より、抗がん剤
搭載ナノマシンに関する研究実績を重ねながら、海外の研究機関
や研究者をつなぎ、留学生等のマネジメントにも積極的に携わっ
ています。多様な考え方や経験を基に議論が交わされる環境は研
究の競争力を高める大切な要素ですが、サビーナさんの貢献によ
りiCONMでは人材のダイバーシティとインクルーシブな環境づ
くりが進みました。例えば、異文化・異分野のコミュニケーショ
ンを活発化するためのワークショップでは、外国籍研究者をリー
ダーとするグループを７つ作り、「リーダーの出身国でiCONMを
PRするには？」というミッションのもと意見を出し合いました。
これは、それぞれの国の文化や習慣を理解する機会となり、大変
好評でした。その後も事務局スタッフと外国籍研究者が交流する
機会が設けられています。
　多様性の点で心がけていることをサビーナさんに尋ねると、「皆
それぞれの色を持っています。様々な絵の具があるからこそ素晴
らしい作品を描けます」と、各人の個性を大切にしているとのこと。
さらに、このような経験が自身の研究にプラスになるとサビーナ
さんは続けます。「様々な背景を持つ人たちと交流することは好き
です。気持ちがリフレッシュされ、研究により集中できます。専
門性が広がることで自分自身の成長にもつながります」

　2018年に国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）
がスペイン研究開発イノベーション庁とともに公募した事業では、
サビーナさんのチームの提案が採択されました。脳腫瘍や肥満の
治療に関する研究をスペイン・カタルーニャ国際大学との共同研
究として実施しており、昨年4月には同学と連携協定を結びました。
　そしてこの度、サビーナさんはグローバル・パートナーシップ
の主担当としてプロジェクトCHANGE*の研究推進機構にも加わ
りました。同プロジェクトの国際展開においての活躍が期待され
ます。
＊プロジェクトCHANGE: 
　https://change.kawasaki-net.ne.jp/
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◆公益財団川崎市産業振興財団では、2019年5月より、ビジネス向けの実践型講座を
開催しています。以下の講座の他に、Excel（初級・中級・上級）・Word（初級・中級）・
Power Point初級等の１日コース６時間の講座もあります。詳しい講座内容・日程、
受講対象者につきましては、財団下記ホームページでご確認いただくか、お電話に
てお問い合わせください。

【講座案内】　◆3時間（午前または午後）受講料6,000円
【Zoom講座 ～オンライン会議のスムーズな開き方～】
　テレワークやオンライン会議など様々な場面で利用されて
いる『Zoom』の基本的な使い方を学ぶ講座です。利用者側、
主催者側の両操作について説明します。
【Zooｍ活用講座】
　主にZoomミーティングの主催者側（ホスト）の便利で役
立つ方法を学び、Zoomの活用の幅を広げます。また、安全
に利用できるようにセキュリティに関わる設定も学びます。
その他、Zoomの利用シーンに沿ったコミュニケーション手
法や便利ツールについても紹介します。
【Teams講座】
　テレワークに必要なチャットや通話、ビデオ会議、ファイ
ル共有などが一つのアプリで行える『Microsoft Teams』
について学びます。実践演習による基本的な操作から、会社
や組織で効果的に活用するポイントなどを紹介します。
【ビジネススマホ講座】
　ビジネスの生産性向上と効率化のためには、パソコンとス
マートフォンの連携が必須です。そのためのセキュリティや
情報共有などに必要なアプリや機能を学ぶ、ビジネス向けの
スマートフォン講座です。
※iOS、AndroidなどOSは問いません。
※スマートフォンの基本操作の説明はしません。

【受講料】              
　6時間：11,000円  
　3時間：   6,000円

【時　間】
　1日コース　 
　　9:00～16:00　
　　（休憩時間1時間） 
　午前コース　
　　9:00～12:00
　午後コース
　　13:30～16:30

※講座日程パンフレットを3ヵ月ごとに発行しています。
　当会館、各区役所、各情報プラザ等に配布しています。
　ご希望の方は、下記お問い合わせ先まで。

【問い合わせ先】
　（公財）川崎市産業振興財団 
　事業推進課 パソコン研修担当
　☎044-548-4121
　E-mail  kensyu@kawasaki-net.ne.jp
　URL  https://kawasaki-sanshinkaikan.jp/gyoumu/
 　　　 jinzai /pc.html 

川崎市産業振興財団 主催川崎市産業振興財団 主催

◆公益財団川崎市産業振興財団では、2019年5月より、ビジネス向けの実践型講座を開催しています。下記以外の講座も設
定しています。詳しい講座内容・日程、受講対象者につきましては、財団下記ホームページでご確認いただくか、お電話
にてお問い合わせください。

【講座案内】
◆６時間コース　受講料：11,000円
【業務に役立つ！事務／総務職のためのWord講座】
　【初級】Wordの基礎
　【中級】様々な書式や画像の加工・図の配置、長文作成など
【業務に役立つ！事務／総務職のためのExcel講座】
　【初級】Excelの基礎
　【中級】業務で使用頻度の高い関数やデータの並び替え、

集計、条件付き書式など
　【上級】業務に活用できるピボットテーブル・マクロ、便

利な関数など

◆３時間コース（午前または午後）受講料：6,000円
【自社PRで販路拡大！ 
 中小企業のためのゼロから始めるホームページ作成講座】
インターネット上でホームページ作成・更新ができる
「Jindo（ジンドゥー）」サービスを利用し、豊富なテンプ
レートを使って、ホームページ作成の方法を学びます。

【販促・集客に活かすInstagram運用講座】
　インスタグラムを使ってマーケティングを始めたい中小企
業・小規模事業の方を対象に実践的な活用方法を学びます。

　※ご自身のスマートフォンを使って、学習します。
【時　間】
　１日コース　  9:00～16:00（休憩時間1時間） 
　午前コース　  9:00～12:00
　午後コース　13:30～16:30
【問い合わせ先】
　（公財）川崎市産業振興財団 事業推進課 パソコン研修担当
　TEL：044-548-4121　E-mail：kensyu@kawasaki-net.ne.jp
　URL：https://kawasakisanshinkaikan.jp/gyoumu/jinzai /pc.html

【受講料】              
　6時間：11,000円　3時間：6,000円

デジタルスキル
アップ研修

講座申込
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Sotas株式会社
【住所】 〒212-0032
 川崎市幸区新川崎7-7KBIC本館236
【TEL】 03-6823-2826
【設立】 2022年3月8日
【URL】 https://sotas.co.jp/
【代表者】 代表取締役社長 吉元 裕樹　　

直感的に理解できるインターフェイスも特徴の１つ

現場での使いやすさが導入の決め手に

Sotas株式会社が入居するKBIC

会の実現に向けての気運が
世界中で高まっており、大
企業だけでなく、サプライ
チェーン全体、つまり中小
企業に対しても環境配慮を
求められることが増えてき
ました。特に、材料の採取
から廃棄までの環境負荷を

可視化するLCAの導入は、産業界では欠かせないもの
になっています。こういった状況に危機感は覚えるもの
の「環境への対応といわれても、何をすればいいか分か
らない」と戸惑う企業も少なくありません。
　「工程管理のシステムなどが導入されていれば、LCA
もスムーズに取り入れることができますが、中小企業や
町工場は、そもそもシステム化されていない。まずは化
学産業のサプライチェーン改革をしなければ、業界全
体にLCAを普及させるのは難しいと思います」と、吉元
社長は分析します。
　そこで同社は、化学産業のDX化を目指し、業務フロ
ーの過程でGHG（温室効果ガス）を可視化できる機能や、
SDGsに向けたレコメンド機能などを搭載した「Sotas
工程管理」を開発しました。このシステムを導入すれば、
現場の業務は効率化され、LCAの専門知識がなくても
環境に配慮した生産活動が可能になります。また、化学
商社・メーカーが、保有している機械の種類や加工実績
のある業界からプラスチック成形加工会社を探すこと
ができる「Sotasデータベース」を提供し、中小のプラ
スチック成形加工会社と商社・メーカーとのマッチング
を促し、ビジネスチャンスの可能性も広げています。

　
■専門知識と経験を活かし、化学産業に特化した
システムを開発
　環境への配慮やLCAを実現する前に、まずは中小製
造業にシステムを導入していただく地道な活動が必要
だ、と吉元社長は語ります。その言葉どおり、同社はク
ライアント先へまめに足を運び、現場の声を直に聞きな
がら「Sotas工程管理」や「Sotasデータベース」の導
入をサポートしてきました。この腰を据えた取り組みが、
中小企業や町工場との信頼関係をつくりあげ、化学産
業のDX化を牽引しています。その熱意は、どこから生
まれているのでしょうか。
　「私は、もともと化学メーカーの出身で、化学産業が
抱えるたくさんの課題を目の当たりにしてきました。
DXが進まず業務が属人化されていること。蓄積してき

た貴重な情報を商社がデータベース化できていないこ
と。高い技術を持つ町工場に発信力がなく、チャンスを
逃していることなどです。その後に転職した自動車業界
はかなりDXが進んでいたこともあって、そのギャップ
に驚かされました。」（吉元社長）そして「化学産業をデ
ジタルの力で変えたい」と考えた社長は、自らが培った
化学とITの知識と経験を活かし、化学産業にイノベーシ
ョンを起こすため、「Sotas工程管理」と「Sotasデータ
ベース」をつくりあげました。

　
■中小企業を包括的に支援する存在へ
　今後の展開として、同社はリサイクラー（リサイクル
事業者）に向けた新サービスを開発しています。順調に
いけば、今秋にもリリースされる予定です。また、吉元
社長は「事業継承問題の解決」という、新たなチャレン
ジにも意欲を見せます。少子高齢化による中小企業の
後継者問題は深刻で、化学産業に属する中小企業や町
工場の多くが “事業継承” に頭を悩ませている中、「経
営は順調だが後継ぎがいないから廃業した」という話も
よく耳にします。「経営者に話を聞くと、血縁者に引き
継ぎたいというこだわりはなく、“外部からでも能力の
ある人を招聘し、社員のために事業を継続させたい” と
考えている方がほとんどでした」そこで、Sotasならで
はのアセットとネットワークを活かし、事業継承のマッ
チングサービスを展開したいと、吉元社長は話します。
DX化に加えて、会社の技術と資産をしっかり次世代に
引き継げる基盤があれば、
化学産業は今後も安定的
に発展していくことでしょ
う。いずれは「化学産業を
包括的に支援できるビジ
ネス展開を目指す」という
吉元社長。挑戦の日々は、
これからも続きます。
　

■化学産業にサプライチェーン改革を
　Sotas株式会社は、化学産業の中でも、主に中小企業に
特化した工程管理システムやデータベースを提供してい
る企業です。プラスチックやゴム、繊維など、産業や暮ら
しを支える重要な製品を生み出す化学産業ですが、同社
の吉元裕樹社長は、「デジタルへの取り組みはまだまだこ
れから」と指摘します。大企業はさておき、大半を占める
中小企業や町工場では、いまだにアナログなやり方を続

けているケースが多いそうで
す。「化学産業は、得意分野が
分業化されているため “ほぼ競
合がない” 状態の企業が多くあ
ります。そのため、DXの必要性
をあまり感じてこなかったので
しょう。」（吉元社長）
　しかし近年は、持続可能な社
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